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日
本
人
事
経
営
研
究
室　

株
式
会
社

人
事
制
度
専
門
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
特
化

独
自
の
理
論
で
地
場
中
小
企
業
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

九
州
で
ト
ッ
プ
の
実
績
と
信
用

人
事
制
度
問
題
の
〝
駆
け
込
み
寺
〞
に

　

人
事
制
度
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
は
、
賃
金
制
度
や
昇

進
・
昇
格
制
度
、
実
績
評
価
な
ど
人
事
に
関
す
る
制
度
の
設
計

や
導
入
、
運
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
社
で
あ
る
。
九
州
で
は
ま

だ
数
は
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
創
業
５
年
で
地
場
中
小
企

業
を
中
心
に
約
１
１
０
社
の
人
事
制
度
づ
く
り
や
運
用
に
か
か

わ
り
、
福
岡
・
九
州
だ
け
で
な
く
関
東
、
関
西
に
ま
で
名
前
が

響
い
て
い
る
会
社
が
あ
る
。
福
岡
市
博
多
区
に
本
社
を
置
く
日

本
人
事
経
営
研
究
室
㈱
。
九
州
の
人
事
制
度
専
門
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
と
し
て
は
ト
ッ
プ
の
実
績
と
信
用
を
誇
る
。

　

人
事
制
度
と
い
う
と
地
味
な
印
象
も
あ
る
が
、
実
は
企
業
の

根
幹
だ
と
山
元
浩
二
社
長
は
強
調
す
る
。「
中
小
企
業
に
は
、

あ
る
一
定
の
規
模
ま
で
は
順
調
に
成
長
し
て
き
た
の
に
、
突
然

成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
現
象
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
成
長
の
踊

り
場
で
、
そ
の
原
因
は
ほ
と
ん
ど

が
人
材
で
す
。
他
の
経
営
要
素
に

比
べ
て
人
材
の
質
が
追
い
つ
か
な

い
の
で
す
。
こ
の
点
に
気
づ
い
て

い
な
い
中
小
企
業
は
非
常
に
多
く

あ
り
ま
す
。
当
社
は
こ
の
問
題
を

人
事
制
度
を
通
じ
た
人
材
育
成
に

よ
っ
て
解
決
し
、
企
業
成
長
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
市
場
は
確
実
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
給
与
計
算
の
よ

う
に
、
人
事
評
価
は
必
ず
社
内
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
の

一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
」。

　

実
際
、
創
業
以
来
５
期
連
続
増
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頭
に
置
き
な
が
ら
福
岡
に
戻
り
、
地
場
の
銀
行
に
就
職
。
銀
行

に
入
れ
ば
、
経
営
者
た
ち
の
話
が
聞
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築

け
て
独
立
に
役
立
つ
と
考
え
た
の
だ
と
い
う
。
銀
行
の
外
回
り

で
新
規
開
拓
専
任
者
と
し
て
活
躍
、
営
業
社
員
３
０
０
人
の
中

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
績
を
挙
げ
た
。

　

そ
し
て
、
銀
行
を
退
職
し
て
会
計
事
務
所
が
経
営
す
る
人
事

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入
社
。「
人
事
専
門
と
い
う
意
識

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
独
立
す
る
な
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
仕
事
を
や
っ
て
み
る
と
、
人
事

制
度
に
関
連
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
割
に
は
十
分
認
識
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」。
新
分
野
開
拓
に
は
熱

が
入
る
。
当
初
は
３
０
０
万
円
ほ
ど
だ
っ
た
年
商
を
、
在
籍
し

た
４
年
半
で
10
倍
超
の
３
６
０
０
万
円
に
ま
で
押
し
上
げ
た
。

　

こ
う
し
て
、
平
成
13
年
５
月
に
念
願
の
独
立
開
業
。
翌
年
、

法
人
化
し
て
有
限
会
社
エ
ム
エ
ス
ア
イ
を
設
立
。
16
年
６
月
に

現
在
の
社
名
に
改
称
し
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
た
。

　

創
業
し
て
か
ら
は
５
年
目
だ
が
、
前
職
を
加
え
る
と
経
験
は

９
年
弱
。
こ
の
間
に
顧
客
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
費
や
し
た

時
間
は
１
万
８
０
０
０
時
間
余
。単
な
る
業
務
時
間
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
顧
客
と
接
し
た
時
間
だ
そ
う
で
あ
る
。
年
間
３
０
０

日
と
す
る
と
、
毎
日
５
〜
６
時
間
は
顧
客
の
も
と
に
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
徹
底
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
そ
の
間

に
蓄
積
し
た
圧
倒
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
顧
客
の
信
頼
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
。

収
増
益
、
２
ケ
タ
成
長
を
続
け
て
い
る
。
他
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
や
同
業
他
社
の
指
導
で
人
事
制
度
構
築
や
導
入
に
失

敗
し
た
企
業
か
ら
の
依
頼
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
九
州
で
は
人

事
制
度
が
う
ま
く
運
用
で
き
な
い
企
業
の
〝
駆
け
込
み
寺
〞
的

存
在
に
な
り
、
企
業
側
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
依
頼
が
急
増
中
と
い
う
。

９
年
間
人
事
制
度
コ
ン
サ
ル
一
筋

顧
客
に
密
着
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発

　

山
元
社
長
は
人
事
制
度
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

独
力
で
開
発
し
て
き
た
。
そ
の
原
点
は
幼
少
時
代
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
山
元
社

長
は
述
懐
す
る
。
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
と
に
か

く
企
画
好
き
で
行
動
的

だ
っ
た
と
い
う
。地
元
・

嘉
穂
高
校
か
ら
東
京
の

成
蹊
大
学
に
入
り
、
Ｅ

Ｓ
Ｓ
（
英
会
話
）
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
て
他
大

学
の
学
生
と
の
交
流
に

努
め
た
。

　

卒
業
後
、
独
立
を
念

セミナー風景
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い
て
面
談
し
、
新
し
い
営
業
手
法
や
仕
組
み
を
考
え
、
部
下
を

成
長
さ
せ
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
が
、
実
際
に
は
日
々
の
業
務

に
忙
殺
さ
れ
て
、
こ
の
時
間
が
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
い
な
い
。
中

小
企
業
に
は
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
土
壌
と
仕
組
み
が
な
い
場

合
が
多
い
か
ら
だ
。

　
「
社
長
が
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー

の
成
長
の
目
を
摘
ん
で
い
る
に
等
し
い
。
一
時
的
に
リ
ー
ダ
ー

分
の
売
上
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
今
後
の
成
長
の
た
め
に
そ
の

時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
目
標
管
理
制
度
を

導
入
す
れ
ば
、
社
長
も
そ
れ
が
分
か
る
し
、
リ
ー
ダ
ー
も
強
制

的
に
そ
の
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
成
長
へ
の

サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
山
元
社
長
自
身
も
成
長
戦
略
を
描
い
て
い
る
。

顧
客
に
人
事
・
組
織
成
長
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
た
め

に
は
、
自
ら
実
践
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
何
よ
り
自
ら
の
大
き

な
夢
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
分
野
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

個
人
事
業
主
や
社
長
一
人
が
コ
ン
サ
ル
を
行
う
と
い
う
形
態
が

多
い
中
、
同
社
は
年
収
１
０
０
０
万
円
以
上
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
複
数
育
成
す
る
こ
と
と
、
社
長
を
め
ざ
す
ス
タ
ッ
フ
を
輩

出
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
日
本
初
と
な
る
だ
ろ
う
人
事
制
度
運
用
専
門
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
業
務
も
開
始
し
た
。
と
い
う
の
も
、
人
事
制

度
は
設
計
よ
り
も
、
そ
の
後
の
運
用
が
よ
り
難
し
い
。
人
事
制

度
の
運
用
は
、
評
価
者
（
部
署
の
リ
ー
ダ
ー
）
へ
の
評
価
依
頼

に
始
ま
り
、
評
価
回
収
・
採
点
、
経
営
者
と
評
価
者
に
よ
る
評

価
決
定
会
議
、
昇
給
・
賞
与
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
昇
給
・

賞
与
額
の
検
討
、
社
員
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
指
導
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
元
社
長
は
さ

し
ず
め
外
部
人
事
部
長
と
い
っ
た
役
割
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
。
こ
れ
が
人
事
制
度
運
用
専
門
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
だ
。
こ
ち
ら
も
成
長
企
業
の
支
持
を
得
て
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
当
面
の
目
標
は
、
５
年
後
に
売
上
高
２
・
５
億
円
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
10
人
で
す
。
社
名
に
〝
日
本
〞
と
つ
け
た
以
上
、

も
ち
ろ
ん
将
来
的
に
は
日
本
一
の
人
事
制
度
専
門
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
を
め
ざ
し
ま
す
」と
目
標
は
あ
く
ま
で
大
き
い
。

費
削
減
を
目
標
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。「
自
ら
伸
び
る
人
材
」

と
「
そ
う
で
な
い
人
材
」
を
見
分
け
、
社
員
の
納
得
に
基
づ
く

目
標
管
理
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
人
事
制
度
を
教
育
の
仕
組
み

と
し
て
推
進
し
「
人
事
制
度
を
通
じ
た
社
員
と
企
業
の
成
長
」

に
結
び
つ
け
る
も
の
だ
と
い
う
。「
人
事
制
度
が
教
育
の
仕
組

み
と
し
て
機
能
す
れ
ば
『
社
員
が
成
長
す
る
⇩
会
社
の
業
績
に

つ
な
が
る
⇩
利
益
が
出
る
⇩
社
員
に
還
元
で
き
る
』
と
い
う
好

循
環
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
」。

　
「
目
標
管
理
制
度
」
と
い
う
と
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
な
い
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
成
果
主
義
失
敗
の
原
因
が

「
目
標
管
理
制
度
」
に
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
。
し
か
し
、
山

元
社
長
は
「
こ
の
制
度
の
本
来
の
機
能
、
役
割
を
最
大
限
に
発

揮
す
れ
ば
、
会
社
の
目
標
達
成
や
人
材
育
成
に
こ
れ
ほ
ど
効
果

的
に
使
え
る
制
度
は
な
い
」
と
言
い
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
る
。

　

一
つ
は
、
目
標
管
理
制
度
を
通
じ
て
社
員
の
「
目
標
達
成
習

慣
」
を
養
う
こ
と
。「
目
標
管
理
」
と
は
上
か
ら
押
し
つ
け
る

も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
。「
目
標
」
を
掲
げ
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
実
践
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
次

に
生
か
す
、す
な
わ
ち「
目
標
達
成
」を
習
慣
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
目
標
管
理
制
度
は
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
い
う
こ
と
。
本
来
、
部
署
の
リ
ー
ダ
ー

は
週
間
や
月
間
で
統
括
す
る
部
下
と
、
目
標
や
役
割
な
ど
に
つ

人
事
制
度
を
教
育
の
仕
組
み
と
し
て
推
進

リ
ー
ダ
ー
と
社
員
を
伸
ば
す
目
標
管
理

　

山
元
社
長
は「
10
人
以
上
の
企
業
に
は
人
事
制
度
が
不
可
欠
」

と
折
に
ふ
れ
て
強
調
し
、「
人
事
制
度
の
伝
道
師
」
と
自
称
す

る
。
中
小
企
業
は
成
長
の
た
め
に
、
広
告
費
や
設
備
、
商
品
開

発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
先

行
投
資
を
行
う
が
、
ヒ
ト
＝
社
員
へ
の
投
資
は
後
回
し
に
な
る

か
、
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
投
資
し
て
い
な
い
中
小
企
業
も
多
い
か

ら
だ
。「
社
員
に

頑
張
っ
て
も
ら
お

う
、
優
秀
な
人
材

集
団
に
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず

ヒ
ト
へ
の
先
行
投

資
が
必
要
で
す
。

そ
の
先
行
投
資
の

一
つ
が
人
事
制
度

な
の
で
す
」。

　

人
事
制
度
は
も

ち
ろ
ん
、
旧
来
の

年
功
序
列
を
ひ
き

ず
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
人
件
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